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若
者
世
代
の
Ｕ
タ
ー
ン
に
よ

る
転
入
促
進
と
転
出
抑
止
を
図

り
、
ま
た
子
育
て
や
介
護
な
ど

の
相
互
協
力
に
よ
る
日
常
生
活

で
の
安
心
感
を
創
出
す
る
た

め
、
親
子
で
の
近
居
ま
た
は
同

居
を
目
的
と
し
て
住
宅
を
購
入

す
る
若
者
世
代
に
対
し
て
住
宅

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

～
親
世
帯
と
の
近
居
・
同
居
を
目
的
と
し
て
住
宅
を
購
入
す
る
若
者

　
世
代
に
対
し
て
住
宅
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
～

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近
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市
近
居
同
居
促
進
給
付
金
の
申
請
を
受
け
付
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ

支
給
要
件
　
本
市
に
１
年
以
上

居
住
す
る
親
世
帯
と
の
近
居
ま

た
は
同
居
を
目
的
と
し
て
、
本

市
で
住
宅
（
中
古
を
含
む
）
を

取
得
し
、
当
該
住
宅
に
居
住
す

る
人
で
、
申
請
時
点
で
上
表
の

要
件
全
て
を
満
た
す
人

支
給
金
額
　
近
居
の
場
合
＝
　３０

万
円
、
同
居
の
場
合
＝
　
万
円

５０

申
請
の
受
け
付
け
　
令
和
２
年

３
月
　
日

ま
で
に
、
申
請
書

３１

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要

書
類
を
添
え
て
住
宅
政
策
課
へ

（
郵
送
不
可
）

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

※
説
明
書
お
よ
び
申
請
書
は
、

同
課
で
配
布
、
ま
た
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
住
宅
政
策
課
の

ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
７
）

■
住
宅
な
ど
の
耐
震
診
断
・

改
修
補
助
制
度

補
助
対
象
　
昭
和
　
年
５
月
　

５６

３１

日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住

宅補
助
額

◆
耐
震
診
断
＝
診
断
費
用
の
　１０

分
の
９
の
額
（
上
限
４
万
５
０

０
０
円
）

※
一
般
的
な
住
宅
で
は
自
己
負

担
約
５
０
０
０
円
で
耐
震
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
耐
震
工
事
＝
工
事
費
用
の
３

分
の
１
の
額
（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
昭
和
　
年
５
月
　
日
以
前
に

５６

３１

建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
以
外
の

耐
震
診
断
補
助
に
つ
い
て
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤

去
工
事
の
補
助
制
度

受
け
付
け
期
間
　
令
和
２
年
１

月
　
日

ま
で

３１
補
助
対
象
　
不
特
定
の
人
が
通

行
す
る
道
に
面
す
る
高
さ
　
㌢
６０

以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

補
助
額
　
次
の
①
と
②
を
比
較

し
て
、
い
ず
れ
か
低
い
額
に
３

分
の
２
（
指
定
通
学
路
沿
い
は

　
分
の
　
）
を
乗
じ
た
額
（
上

１０

１０

限
　
万
円
）

３０
①
撤
去
に
要
し
た
費
用

②
撤
去
面
積
１
平
方
㍍
当
た
り

１
万
円
を
乗
じ
た
額

※
今
年
度
で
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
撤
去
工
事
の
補
助
制
度
は
終

了
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
い
ず
れ
の
補
助
制
度
も
予
算

が
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま

す
。
着
手
前
に
補
助
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
4
3
8
）

住まいやブロック住まいやブロック塀塀
などの点検　　　などの点検をを

～補助制度をご利用ください～補助制度をご利用ください～～

戦争に関する遺品、戦時品などの寄贈に
ご協力を

　本市では、戦時下の日常生活で使われていたものや

実際に戦地へ持って行かれたものなど、寄贈いただけ

る戦時品や遺品を探しています。寄贈いただいた品は

市で大切に保管し、戦争展などで展示して平和への願

いを伝えます。ぜひご協力をお願いします。

問い合わせ　人権政策課（内線４７２）
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大型連休中の業務案内 ○印は業務日

元号改正に伴元号改正に伴うう

各種保険証各種保険証・・

医療証など医療証などのの

取り扱取り扱いい

　
５
月
１
日
に
元
号
が
平
成
か

ら
令
和
に
改
元
さ
れ
ま
し
た
。

改
元
後
に
有
効
期
限
を
迎
え
る

保
険
証
や
医
療
証
な
ど
に
つ
い

て
は
、
平
成
表
記
を
新
元
号
に

読
み
替
え
て
、
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
保
険
証
や

医
療
証
な
ど
の
有
効
期
限
な
ど

の
修
正
や
再
発
行
は
あ
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
、
各
担
当
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大型連休中のごみ収集は通常どおりです

　ごみは、祝日も日程どおり収集しています。

　ただし、祝日はごみの量、交通状況などにより、

通常より収集時間が早くなる場合がありますのでご

注意ください。

　燃えるごみと粗大ごみは午前７時より、資源ごみ

は午前９時より順次収集します。

問い合わせ　衛生課（内線144～146）
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環
境
に
や
さ
し
く
、
健
康
増

進
に
も
つ
な
が
る
身
近
な
乗
り

物
の
自
転
車
を
貸
し
出
す
レ
ン
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タ
サ
イ
ク
ル「
か
わ
っ
ち
り
ん
」

が
、
喜
志
駅
地
下
自
転
車
駐
車

場
〔

　
６
２
９
３
〕
お
よ
び

（２４）

富
田
林
駅
自
転
車
駐
車
場
〔


　
９
４
７
９
〕
で
ご
利
用
い
た

（２４）だ
け
ま
す
。

　
観
光
や
仕
事
、
通
勤
、
通
学

な
ど
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
利
用
方

法
・
料
金
・
時
間

な
ど
詳
し
く
は
、

利
用
を
希
望
さ
れ

る
駐
車
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

春の地域安全運動                                              
～みんなで力を合わせて安全・安心まちづくり～

　５月２１日～３０日の間、「特殊詐欺の被害防止」「子どもや女

性を対象とする犯罪の被害防止」「自動車関連犯罪及びひったく

りの被害防止」を重点に、春の地域安全運動が実施されます。

　本市では期間中、市防犯委員会などと協力し、駅前で啓発

グッズを配布するなど、犯罪防止啓発活動を実施します。

■オレオレ詐欺に注意しましょう

　息子などを 騙 り、「株で失敗してしまい、お金が必要」など言
かた

葉巧みに話し掛け、金銭を要求する電話が多数か

かっています。

　また、この他にも公的機関などを騙り、「一人暮

らしですか。貯金はいくらありますか」といった

電話をかけ、金銭やキャッシュカードなどを受け取りに来るな

どの詐欺が多発しています。

　このような電話がかかってきた際は、一度電話を切り、家族

や警察に相談してください。

問い合わせ　富田林警察署〔(２５)１２３４〕

春の全国
交通安全運動

昨
日
の
お
酒
も
　
気
を
付
け

て
」「
慌
て
る
な
　
無
理
な
す
り

抜
け
　
事
故
の
も
と
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
、「
二
輪
車
の
交
通
事

故
防
止
」
な
ど
を
運
動
の
重
点

と
し
て
、
交
通
事
故
防
止
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、一
人
一
人
が
交
通
安
全
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
行
動

を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

一
層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
５
月
　
日

～
　
日

の
間
、

１１

２０

「
歩
行
者
を
　
守
る
気
づ
か
い

思
い
や
り
」「
自
転
車
と
　
い
つ

も
一
緒
　
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」「
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
　
ち
い
さ
な
Ｖ

Ｉ
Ｐ
の
　
指
定
席
」「
大
丈
夫
？

高
齢
者
交
通
安
全
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

　
同
講
習
会
を
は
じ
め
、
交
通

安
全
教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
前
　

１９

１０

時
～
正
午
（
午
前
９
時
　
分
～

３０

受
け
付
け
）

と
こ
ろ
　
富
田
林
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル（
寿
町
三
丁
目
７
の
７
）

入
場
料
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

　
た
ば
こ
は
、
日
本
人
の
４
大

死
因
で
あ
る「
が
ん
」「
心
疾
患
」

「
肺
炎
」「
脳
血
管
疾
患
」
に
か

か
る
リ
ス
ク
を
増
加
さ
せ
る

他
、
最
近
で
は
認
知
症
の
増
加

原
因
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
た
ば
こ
は
喫
煙
者
本

人
だ
け
で
は
な
く
、
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
周
囲
の
人
の
健
康
に

も
大
き
な
悪
影
響

を
与
え
ま
す
。

　
た
ば
こ
を
や
め

ら
れ
な
い
の
は
、

タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ
コ

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
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世
界
禁
煙
デ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１３１

チ
ン
の
持
つ
強
い
依
存
性
が
原

因
で
す
。
こ
の
よ
う
な
喫
煙
習

慣
は
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」
と

い
わ
れ
、
治
療
が
必
要
な
病
気

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
禁
煙
は
自
力
で
す
る
よ
り

も
、
禁
煙
補
助
剤
や
禁
煙
外
来

を
利
用
し
た
方
が
「
楽
に
」「
よ

り
確
実
に
」「
費
用
も
あ
ま
り
か

か
ら
ず
に
」
で
き
ま
す
。

　
禁
煙
治
療
は
、
同
依
存
症
診

断
テ
ス
ト
の
結
果
に
よ
り
、
健

康
保
険
な
ど
が
適
用
に
な
り
負

担
額
が
軽
く
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
無
料
の

禁
煙
相
談
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
市
で
は
「
世
界
禁

煙
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て
、
禁
煙

に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。

◆
世
界
禁
煙
デ
ー
関
連
イ

ベ
ン
ト

と
き
　
５
月
　
日

、
午
前
　

３１

１０

時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

内
容
　
呼
気
一
酸
化
炭
素
濃
度

測
定
な
ど
　

参
加
費
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
健
康
づ
く
り
推

進
課
〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



５

対
象
者
　
申
請
時
点
で
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
人

◆
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人

◆
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
に

３１

本
市
で
母
子
保
健
法
に
基
づ
く

妊
娠
の
届
け
出
を
し
た
人

　
妊
娠
時
か
ら
出
産
ま
で
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
本
市
で
妊
娠
の
届
け
出
を

し
た
人
に
お
祝
い
品
を
お
贈
り

し
て
い
ま
す
。

～～
妊
娠
の
届
け
出

妊
娠
の
届
け
出
をを

し
た
人
に
お
祝
い
品

し
た
人
に
お
祝
い
品
をを

お
贈
り
し
て
い
ま
す

お
贈
り
し
て
い
ま
す
～～

市
プ
レ
マ
マ

市
プ
レ
マ
マ
・・

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
事
業業

市産後ケア事市産後ケア事業業

を実施していまを実施していますす

　
本
市
で
は
、
産
後
の
体
調
や

育
児
に
不
安
が
あ
り
、
家
族
な

ど
か
ら
十
分
な
支
援
が
受
け
ら

れ
な
い
母
子
を
対
象
に
「
市
産

後
ケ
ア
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
同
事
業
で
は
、
医
療
機
関
で

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
宿
泊
）

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
日
帰
り
）

の
機
会
を
提
供
し
、
助
産
師
な

ど
に
よ
る
乳
房

の
ケ
ア
や
授
乳

指
導
、
赤
ち
ゃ

ん
の
健
康
状
態

の
確
認
、
育
児
相
談
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
生
後
４
カ
月
未
満
の

乳
児
と
そ
の
母
親

※
同
事
業
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
事
前
の
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
方
法
や
利
用
期
間
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

マイナンバーカードの申請を

　マイナンバーカードの作成を希望する人は、平成２７

年１１月末から１２月中旬にかけてお届けした「通知カー

ド」に添付された申請書に必要事項を

記入し、証明用写真を貼って、同封の

返信用封筒（差出有効期間が２９年１０月

４日までとなっていますが令和元年５

月３１日まで使用できます）で郵送し

てください。

　スマートフォンやパソコン、自動写真撮影機（市役

所１階に設置）などからも申請可能です。詳しくは、

「通知カード」に同封の案内、またはマイナンバー

カード総合サイト〔https://www.kojinbango-card.go.

jp/〕をご覧ください。

※申請書を紛失された場合や、申請書に記載されてい

る内容（住所・氏名など）に変更があった場合は、市

民窓口課（内線１３１、１３２）までお問い合わせください。

■マイナンバーカードを取得するメリット

・公的な身分証明書として利用できます。

・コンビニエンスストアなどで、「住民票の写し」「印鑑

登録証明書」「市・府民税証明書（現年度分）」が取得で

きます。

・各種行政手続きのオンライン申請が利用できます。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）、マイナン

バー総合フリーダイヤル〔０１２０(９５)０１７８〕

住所や氏名に変更があった場合は            
マイナンバーカードなどの変更手続きを

　住民異動の届け出（転出届、転入届、転居届など）

や婚姻などにより住所・氏名に変更があった場合には、

マイナンバーの「通知カード」や「マイナンバーカー

ド」、「住民基本台帳カード」に記載されている住所・氏

名を最新のものにしておく必要があります。また、国

外転出の際には、返納が必要です。

　住民異動の届け出や婚姻届の提出などの手続きで窓

口へお越しの際には、各カードの住所・氏名の書き換

えや返納が必要ですので、忘れずに持参してくださ

い。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日程

で開設します。申請者本人がお越しください。

とき　５月５日、６月２日、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

お
祝
い
品
の
内
容
　
地
元
産

品
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
用
品
、
ベ

ビ
ー
用
品
な
ど
の
品
物
　

※
お
祝
い
品
は
準
備
が
整
い
次

第
、
順
次
発
送
し
ま
す
。

申
請
の
受
け
付
け
　
令
和
２
年

３
月
　
日

ま
で
（
妊
娠
の
届

３１

け
出
を
す
る
際
に
、
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
都
市
魅
力
創
生
課
の
ペ
ー

ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）



６

　
不
育
症
と
は
、
妊
娠
は
す
る

け
れ
ど
、
流
産
・
死
産
な
ど
を

繰
り
返
し
て
し
ま
う
病
気
で
、

一
般
的
に
２
回
連
続
し
た
流

産
・
死
産
が
あ
れ
ば
不
育
症
と

診
断
さ
れ
ま
す
。

　
不
育
症
は
、
珍
し
い
病
気
で

は
な
く
、
早
い
段
階
で
適
切
な

診
断
や
治
療
を
受
け
る
こ
と
で

　
㌫
以
上
と
い
う
高
い
治
療
効

８５果
が
得
ら
れ
、
出
産
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

助
成
額
　
１
年
度
に
つ
き
上
限

　
万
円
ま
で

３０対
象
者
　
次
の
条
件
全
て
を
満

た
す
人

・
申
請
日
に
本
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
夫
婦

　
本
市
で
は
、
不
育
症
治
療
を

受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
険

適
用
外
の
不
育
症
治
療
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

不育症治療費

助成制度のご利用を

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
制
度

　
本
市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療

に
要
す
る
費
用
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
府
な
ど
が
実
施
す

る
「
不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定

治
療
支
援
事
業
」
の
承
認
を
受

け
た
、
本
市
に
住
民
登
録
を
し

て
い
る
夫
婦
を
対
象
に
助
成
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
同
助
成
制
度
の
内
容
や
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進

課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
申
請
書
も
同
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

特
定
不
妊
治
療
の
内
、
対
象
と
な
る
男
性
不
妊
治
療

を
併
せ
て
受
け
た
場
合
も
助
成
の
対
象
で
す

・
医
療
機
関
で
不
育
症
治
療
が

必
要
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
、
保
険

適
用
外
の
治
療
を
受
け
た
夫
婦

・
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

・
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
同

様
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
夫
婦

※
不
育
症
治
療
費
の
助
成
を
受

け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要

で
す
。
申
請
方
法
や
申
請
期
限

な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
健
康
づ
く
り
推
進
課
の

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
申
請
書
も
同
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

熱
中
症
予
防

●
温
度
に
気
を
配
ろ
う

　
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
上
手

に
使
い
、
涼
し
い
素
材
の
服
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
特
に
外
出
時

は
、
帽
子
や
日
傘
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

●
飲
み
物
を
持
ち
歩
こ
う

　
水
分
補
給
の
た
め
に
飲
み
物

を
持
ち
歩
き
、
汗
を
か
い
た
ら

塩
分
も
補
給
し
ま
し
ょ
う
。
喉

　
熱
中
症
は
、
発
症
す
る
と
最

悪
の
場
合
、
死
に
至
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
や

子
ど
も
は
発
症
し
や
す
い
の

で
、
十
分
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。

　
気
温
が
急
激
に

高
く
な
る
日
、
湿

度
が
高
い
日
、
風
が
な
い
日
、

熱
帯
夜
の
翌
日
、
体
調
の
悪
い

日
、
運
動
な
ど
の
活
動
の
初
日

は
特
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱
中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
熱
中
症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症症
に
ご
注
意
を

が
か
わ
く
前
に
こ
ま
め
に
飲
む

の
が
コ
ツ
で
す
。

●
休
息
を
取
ろ
う

　
寝
苦
し
い
夜
は
、
空
気
の
通

り
を
良
く
し
た
り
、
通
気
性
の

良
い
寝
具
を
使
っ
た
り
す
る
な

ど
し
て
、
ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
栄
養
を
取
ろ
う

　
バ
ラ
ン
ス
よ
く
朝
食
も
し
っ

か
り
食
べ
ま
し
ょ
う
。

●
声
を
掛
け
合
お
う
　

　
家
族
や
ご
近
所
同
士
で
、「
水

分
取
っ
て
る
？
」「
少
し
休
ん
だ

方
が
良
い
よ
」
な
ど
、
声
を
掛

け
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

～
室
内
で
も
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
～

肝炎ウイルス検査はお済みですか

　肝炎ウイルスの感染に気付かないまま放置すると、知

らない間に病気が進展し、肝硬変や肝がんなどの重篤な

症状につながる恐れがあります。一生に一度は肝炎ウイ

ルス検査を受けましょう。

実施場所　実施医療機関　

※４月号広報に折り込みの「平成３１年度保健事業案内」

をご覧ください。市ウェブサイト（健康づくり推進課の

ページ）からもご覧いただけます。

内容　問診、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検査

対象者　４０歳以上で肝炎ウイルス検査を受けたことのな

い人

※受けたことがあるか分からない場合は、お問い合わせ

ください。

費用　無料

問い合わせ　保健センター〔(２８)５５２０〕



７

日
本
国
憲
法
の
３
つ
の
柱

　
国
で
は
、
憲
法
の
精
神
や
意

義
を
国
民
に
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
、
５
月
３
日
の
憲
法
記
念

日
を
含
む
５
月
１
日
～
７
日
を

「
憲
法
週
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。
　
日
本
国
憲
法
は
、
国
の
在
り

方
や
仕
組
み
な
ど
を
定
め
て
い

る
も
の
で
、
①
国
の
政
治
の
在

り
方
を
決
め
る
の
は
国
民
で
あ

る
と
す
る
「
国
民
主
権
」
、
②
誰

も
が
人
間
ら
し
く
生
活
す
る
た

め
の
権
利
を
有
す
る
と
と
も
に
、

誰
に
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

権
利
で
あ
る
と
掲
げ
た
「
基
本

的
人
権
の
尊
重
」
、
③
戦
争
放

棄
な
ど
を
定
め
た
「
平
和
主
義
」

の
３
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
柱
を
基
本
理
念
と

し
て
、
全
て
の
人
が
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
自
由
や
幸
せ
を

願
い
な
が
ら
、
健
康
で
文
化
的

な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
さ
ま

ざ
ま
な
権
利
を
憲
法
が
し
っ
か

り
と
保
障
し
て
く
れ
て
い
ま
す

（
憲
法
第
　
・
　

・
　

条
）。

１１

１３

２５

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
憲
法

　
例
え
ば
、「
心
」
に
関
し
て
は
、

ど
ん
な
事
を
考
え

思
っ
て
い
て
も
、

他
人
か
ら
干
渉
さ

れ
な
い
こ
と
を
保

障
し
て
い
ま
す
（
第
　
条
「
思

１９

想
・
良
心
の
自
由
」）。
自
身
の

言
論
に
お
い
て
も
、
公
序
良
俗

に
反
せ
ず
、
他
人
の
自
由
・
権

利
を
侵
害
し
な
け
れ
ば
、
自
由

な
の
で
す
（
第
　

条
「
表
現

２１

（
言
論
）
の
自
由
」）。

　
ま
た
、
自
分
の
住
み
た
い
場

所
に
住
む
こ
と
や
、
な
り
た
い

職
業
を
自
由
に
選
択
す
る
こ
と

が
で
き
た
り
（
第
　
条
「
居
住
・

２２

移
転
・
職
業
選
択
の
自
由
」）、

文
字
を
読
み
書
き
す
る
な
ど
の

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

り
す
る
（
第
　
条
「
教
育
を
受

２６

け
る
権
利
」）
な
ど
憲
法
は
私
た

ち
自
身
や
そ
の
暮
ら
し
と
密
接

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
私
た
ち
は
絶
え
ず

努
力
し
て
こ
の
自
由
と
権
利
を

持
ち
続
け
る
と
と
も
に
（
第
　１２

条
「
自
由
・
権
利
の
保
持
義

務
」
）
、
法
の
下
に
平
等
で
あ
っ

て
人
種
や
信
条
、
性
別
な
ど
に

５月１日～７日は

　　　「憲法週間」です

よ
っ
て
差
別
さ
れ
な
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
（
第
　
条
「
法
の
下

１４

の
平
等
」）。

　
自
治
体
で
は
、
こ
の
よ
う
な

憲
法
の
下
に
つ
く
ら
れ
た
各
法

律
な
ど
に
沿
っ
て
業
務
を
し
、

先
の
権
利
保
障
の
他
に
も
「
教

育
」「
福
祉
」

「
労
働
」「
医

療
」「
防
災
」

な
ど
市
民
生

活
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お

い
て
、
市
民

一
人
一
人
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
憲
法
は
私
た

ち
の
生
活
の
中
で
自
由
と
幸
福

を
追
求
す
る
に
あ
た
っ
て
、
決

し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
、
憲
法
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
は
、「
人
権
」
を
自

分

自

身
や

社

会
、
実
生
活
と

の
関
わ
り
に
つ

い
て
考

え
る

き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
家

庭
や
地
域
で
、
憲
法
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
週
間
に
合

わ
せ
て
５
月
を
憲
法
月
間
と
定

め
、
街
頭
啓
発
や
特
設
人
権
な

ん
で
も
相
談
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
あ
る
精
肉
店
の
は
な
し
」
の

上
映
と
、
映
画
の
登
場
人
物
で

も
あ
り
、
畜
産
に
従
事
さ
れ
て

い
た
、
北
出
　
昭
さ
ん
よ
り
実

憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲憲法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行憲法月間行事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座講座））））））））））））））））））））））

いのちを食べていのちを食べて、、
人は生き　　　人は生きるる

際
の
食
肉
処
理
場
の
作
業
に
つ

い
て
お
話
を
し
て
も
ら
い
ま

す
。
　
生
き
た
牛
か
ら
精
肉
さ
れ
、

身
近
な
食
材
と
し
て
店
頭
に
並

ん
で
い
る
「
牛
肉
」
に
な
る
過

程
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
命
の
尊

厳
・
命
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

※
映
画
に
は
日
本
語
字
幕
が
付

き
ま
す
。

※
講
演
の
み
手
話
通
訳
あ
り
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
後
２

２５

時
～
４
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

定
員
　
　
人
４０

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
５
月
７
日

～
、

中
央
公
民
館〔

　
３
３
３
３
〕

（２４）

へ
（
申
し
込
み
先
着
順
）

　
日
常
生
活
の
中
で
起
こ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
を

図
る
た
め
、
本

市
の
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

と
き
　
５
月
　
日

、
午
後
１

１０

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
４

会
議
室

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

（
内
線
５
４
４
）
で
の
相
談
も

受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

特
設
人
権
な
ん
で
も
相

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談談

憲
法
月
間



８

　
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
６
月
１
日
を
「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、
毎

年
全
国
各
地
で
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
活
動
の
一

環
と
し
て
、
次
の
と
お
り
特
設

人
権
な
ん
で
も
相
談
を
開
設
し

ま
す
。
人
権
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
や
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、
身
近
な
こ
と
で
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
な
ん
で
も
相
談

と
き
　
５
月
　
日

、
午
前
９

３１

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
　
市
役
所
地
下
９
０
４

会
議
室
　

※
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
電
話

（
内
線
５
４
４
）
で
の
相
談
も

受
け
付
け
。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
２
）

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓自立相談支援窓口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口

「あしたねっと富田林「あしたねっと富田林」」

のののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用のご利用をををををををををををををををををををををを

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
と
家
族
が
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ

う
、
総
合
的
な
相
談
支
援
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
同
セ
ン
タ
ー
を

３
カ
所
か
ら
５
カ
所
に
増
設
し

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
左
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
役
所
障
が
い
福
祉

課
内
に
出
張
相
談
窓
口
を
開
設

し
て
い
ま
す
（
祝
日
を
除
く
月

～
金
曜
日
、
午
前
９
時
　
分
～

３０

午
後
５
時
）
の
で
、
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
課

内
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
６
２
）

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

を
増
設
し
ま
し
た

女性のための電話相談           
のご利用を

　本市では、毎月第１・２金曜日と、

第３・４火曜日に「女性のための電話

相談」を実施しています。

　５月３日も同電話相談を実施しま

すので、普段は仕事などで相談するこ

とができない人は、この機会にぜひご

相談ください。

　配偶者・恋人とのこと、子育てに疲

れた、家庭・職場での人間関係、仕事、

性のこと、生き方など、暮らしの中の

さまざまな不安や悩みについて、女性

相談員がお聴きします。

●女性のための電話相談〔(２３)０５６７〕

※相談日程・時間などは、２２ページ「今

月の相談」をご覧ください。

問い合わせ　人権政策課（内線４７４）

　「
光
熱
費
や
家
賃
の
支
払
い

が
滞
っ
て
い
る
」「
仕
事
を
解
雇

さ
れ
生
活
に
困
っ
て
い
る
」
な

ど
仕
事
や
生
活
の
悩
み
を
抱
え

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
平
成
　
年
４
月
に
「
生
活
困

２７

窮
者
自
立
支
援
法
」
が
施
行
さ

れ
、
本
市
で
は
「
自
立
相
談
支

援
窓
口
」
を
設
置
し
、
経
済
的

な
課
題
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
り
ご
と
の
相
談
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
個
別
の
支
援
プ
ラ

ン
を
作
成
し
、
悩
み
を
抱
え
る

人
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
支
援
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
委
託
し
、「
あ
し
た

ね
っ
と
富
田
林
」
と
し
て
新
し

く
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　「
あ
し
た
ね
っ
と
富
田
林
」
で

は
、
相
談
支
援
員
や
就
労
支
援

員
な
ど
を
配
置
し
、
本
人
だ
け

で
な
く
、
家
族
や
周
囲
の
人
か

ら
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

　
仕
事
や
生
活
の
悩
み
を
一
人

で
抱
え
込
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
（
電
話
相
談
も
可
）。

■
あ
し
た
ね
っ
と
富
田
林
（
内

線
２
８
５
・
2
8
６
）

と
き
　
祝
日
を
除
く
月
～
金
曜

日
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
　
番
窓

２３

口問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
2
8
３
）

６月１日は
人権擁護委員の日



９

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連

合
会
で
は
、
毎
年
５
月
　
日
を

１２

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

と
定
め
、
全
国
各
地
で
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
子
育
て
や
学
校
生
活
、
医

療
・
介
護
な
ど
で
心
配
事
や
悩

み
事
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
身
近
に
い
る
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

見
守
り
活
動
を
し
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
生
活
や
福
祉
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ

５
月
　
日
は

１２

民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童童
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ののののののののののののののののののののの
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
ででででででででででででででででででででで

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
で
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

「
あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手

　
　
　
　
　
　
　
＝
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

て
必
要
な
支
援
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ
て

福
祉
制
度
や
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関

へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
に
な
り
ま

す
。
　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
ま

す
。
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
知
り
た
い
場
合
は
地
域
福

祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
４
）

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
４
月
１
日
付
で
次
の
人
々

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
府
営
清
水
住
宅
５
棟
・
７
～

　
棟
１１堀

尾
　
美
江
さ
ん
〔

０
９
０

（
６
６
０
７
）
１
３
５
６
〕

●
須
賀
一
丁
目
　
番
（
一
部
）

１７

～
　
番
、
二
丁
目
　
番
（
一
部
）

３５

３６

山
崎
　
和
子
さ
ん
〔

　
６
２

（２９）

３
２
〕

問
い
合
わ
せ
　
地
域
福
祉
課

（
内
線
２
８
４
）

新
し
い
民
生
委
員

新
し
い
民
生
委
員
・・

児
童
委
員
が
決
ま

児
童
委
員
が
決
ま
りり

ま
し
ま
し
たた

男女共同参画フォーラム                    
「Be - in ひろっぱ」実行委員募集

　地域での男女共同参画を進めることを目的に、

男女共同参画フォーラム「Be - inひろっぱ」を開

催します。同フォーラムでは、講演会や分科会な

どを実施する予定です。

　皆さんも実行委員になって、その企画や運営に

携わってみませんか。

　実行委員会は、６月～翌年３月の間に、数回開

催する予定です。

募集人員　１０人程度（性別不問、男性歓迎）

申し込み　５月１６日（必着）までに、人権政策

課に備え付けの応募用紙に必要事項を記入し、郵

送、ファクスまたはＥメールで、５８４-８５１１常盤

町１の１　人権政策課〔（内線４７４）・(２５)９０３７・

Ｅメールjinken@city.tondabayashi.lg.jp〕へ

※応募用紙は市ウェブサイト（人権政策課のペー

ジ）からもダウンロードできます。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
等
推
進

委
員
会
の
委
員
を
募
集

　
介
護
保
険
事
業
や
高
齢
者
施

策
の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

同
推
進
委
員
会
の
委
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
・
定
員
　
本
市
在
住
の

介
護
保
険
の
第
１
号
被
保
険
者

（
　
歳
以
上
）
＝
１
人

６５
任
期
　
令
和
４
年
３
月
　
日


３１

ま
で

申
し
込
み
　
５
月
７
日

～
、

高
齢
介
護
課
で
配
布
す
る
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

「
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

と
社
会
参
加
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
作
文
（
文
字
数
は
１
０
０
０

～
１
２
０
０
字
、
用
紙
・
様
式

は
自
由
）
を
添
え
て
、
５
月
　２１

日

、
午
後
５
時
ま
で
に
、
同

課
（
内
線
１
７
５
、
１
７
６
）

へ
持
参

※
作
文
で
１
次
選
考
、
面
接
で

２
次
選
考
を
し
ま
す
。
な
お
、

１
次
選
考
合
格
者
に
対
す
る
２

次
選
考
の
面
接
は
、
６
月
中
旬

頃
に
実
施
予
定
で
す
。

子ども食堂に関する取り組みが進んでいます

　本市では、地域における子どもの居場所として「子ども食堂」

の運営に取り組む団体に対して、経費の一部を補助するなどの支

援をしています。子ども食堂などの開設相談、子ども支援サポー

ターの登録、食材の寄贈など詳しくは、お問い合わせください。

◎子ども食堂の運営を支援します

　子ども食堂の運営を支援するため、本市、市社会福祉協議会、

市民公益活動支援センターが協働で進めてきた「とんだばやし子

ども食堂・居場所づくり運営支援

ネットワーク」では、３月２７日、

同ネットワークを代表して、市社

会福祉協議会がＪＡ大阪南と「子

ども食堂運営に係る食材の提供に

関する協定」を結びました。同協

定により、子ども食堂に集う子ど

もたちに、ＪＡ直売所「あすかてくるで」出荷協力会の皆さんの

温かい思いが定期的に子どもたちに届けられることになります。

問い合わせ　こども未来室（内線２８７）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１０

　
近
年
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
防
止
対
策
を
進
め
る
た

め
、
本
市
で
は
「
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
市
と
地
元
農
業
団
体

な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
「
市
有

害
鳥
獣
対
策
協
議
会
」
を
設
立

し
、
捕
獲
お
り
を
設
置
す
る
な

ど
、
被
害
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
被
害
防
止
対
策
を
推

進
す
る
た
め
、
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
防
止
柵
設
置
事
業
補

助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
物
品
　
被
害
区
域
お

よ
び
被
害
予
想
区
域
内
の
田
畑

な
ど
に
設
置
す
る
次
の
防
護
資

材
な
ど

鳥獣による農作物被害
防止柵設置事業補助金
をご活用ください

土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土
木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木木
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
ななななななななななななななななななななな

土
木
工
事
な
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ののののののののののののののののののののの
ととととととととととととととととととととと
ききききききききききききききききききききき
ははははははははははははははははははははは

の
と
き
は

埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋
蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵
文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財

埋
蔵
文
化
財
包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包
蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
ののののののののののののののののののののの
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
ををををををををををををををををををををを

の
確
認
を

　
本
市
に
は
、
石
川
の
流
域
を

中
心
に
、
多
く
の
遺
跡
が
分
布

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
開
発

工
事
な
ど
で
新
し
く
遺
跡
が
発

見
さ
れ
る
機
会
も
増
え
、
平
成

　
年
４
月
現
在
で
そ
の
数
は
1

３１６
０
カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財
を

保
護
す
る
た
め
に
、
文
化
財
保

護
法
で
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い

る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡

＝
住
居
跡
や
土
器
な
ど
が
埋

ま
っ
て
い
る
土
地
）
に
お
い
て

土
木
工
事
な
ど
を
す
る
と
き
は
、

工
事
着
手
の
　
日
前
ま
で
に
、

６０

市
を
通
じ
て
府
教
育
委
員
会
に

届
け
出
て
指
示
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
届
け
出
て
か
ら
指
示
を
受

け
、
発
掘
調
査
が
必
要
な
場
合

に
は
調
査
完
了
ま
で
に
日
数
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
文
化
財
課
で
埋
蔵
文
化

財
の
包
蔵
地
内
で
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
、
必
要
な
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
位
置

確
認
も
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
（
内

線
５
０
７
）〔

　
９
０
３
７
〕

（２５）

都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
マママママママママママママママママママママ
ススススススススススススススススススススス
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
プププププププププププププププププププププ
ラララララララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
をををををををををををををををををををををを

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

改
定
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

災害による被害を最小限に 　　　　　　　
～伏見堂とガーデンハウス藤沢台第２住宅
に自主防災会が誕生～

　新たに伏見堂とガーデンハウス藤沢台第２住宅に自

主防災会が結成され、ヘルメット、シャベル、ＬＥＤ

ライト、バール、水タンク、ハンドマイクなどの防災

資機材が配備されました。

　今後、日頃の防災活動や地域で発生した災害へのい

ち早い対応など、地域防災の柱として住民の安全を確

保するための活発な活動が期待されます。

●自主防災組織を結成しましょう

　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たちで守

る」という、地域住民の強い信念と連帯感に基づいて、

自主的に結成する防災組織です。若い世代を含めた皆

さん一人一人の「力」が必要です。

　災害に強い地域を作るために自主防災組織を結成し

ましょう。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)１１２５〕
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乾
乾
乾
乾
乾
乾

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
は
、
都
市
計
画
法
に
規
定
さ

れ
る
「
市
町
村
の
都
市
計
画
に

関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
の
こ

と
を
指
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
　
年
に
同

１０

プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
　

年
の
改

１９

定
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
、
計
画
期
間
の
満
了

に
伴
い
、
同
プ
ラ
ン
を
改
定
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
同
プ
ラ
ン
で
は
、
お
お
む
ね

　
年
後
を
展
望
し
つ
つ
、
今
後

２０　
年
間
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
具

１０体
的
な
指
針
」「
都
市
整
備
の
方

針
」「
市
全
体
や
地
域
別
の
ま
ち

づ
く
り
構
想
」
に
つ
い
て
定
め

て
い
ま
す
。

　
同
プ
ラ
ン
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の

ペ
ー
ジ
）
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
4
5
3
、
4
5
9
）

◎
電
気
柵

◎
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

防
護
資
材（
付
帯
す
る
 杭
 も
可
）

く
い

※
い
ず
れ
も
購
入
金
額
が
３
万

円
未
満
の
物
品
は
対
象
外
で

す
。

補
助
対
象
者
　
市
内
在
住
の
農

家補
助
額
　
購
入
金
額
の
　
分
の

１０

８
の
額
で
、
上
限
　
万
円

１０

申
し
込
み
　
５
月
７
日

～
令

和
２
年
２
月
　
日

に
、
農
業

２８

振
興
課
（
内
線
４
４
３
）
へ

※
た
だ
し
、
予
算
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起

こ
る
と
家
屋
や
家
財
、
と
き
に

は
尊
い
人
命
に
関
わ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な

積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の

著
し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、

大
雨
な
ど
に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
　「
宅
地
防
災
月
間
」
は
、
大
雨

が
予
想
さ
れ
る
梅
雨
期
を
前

に
、
宅
地
造
成
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
起
こ
る
崖
崩
れ
や
土
砂

の
流
出
に
よ
る
災
害
発
生
を
未

然
に
防
ぎ
、
宅
地
災
害
を
な
く

そ
う
と
い
う
目
的
で
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
府
で
は
、
こ
の
期
間
中
に
府

内
市
町
村
や
消
防
、
警
察
な
ど

宅
地
防
災
に
関
係
す
る
機
関
と

協
力
し
て
、
次
の
よ
う
な
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
編
成
し
、

宅
地
造
成
地
や
土
砂
採
取
地
な

ど
に
お
け
る
造
成
地
の
防
災
工

事
の
安
全
性
な
ど
に
つ
い
て
点

検
・
指
導
し
ま
す
。

宅
地
防
災
技
術
研
修
会
の
実
施

　
宅
地
防
災
知
識
の
啓
発
・
普

及
を
図
る
た
め
、

５
月
下
旬
に
宅
地

造
成
事
業
者
、
設

計
者
な
ど
を
対
象

と
し
た
宅
地
防
災
に
関
す
る
技

術
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
庭
で
も
こ
れ
を

機
会
に
宅
地
災
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
次
の
点
に
つ
い

て
自
宅
周
辺
を
点
検
し
、
必
要

に
応
じ
て
早
急
に
適
切
な
処
置

を
し
て
く
だ
さ
い
。

５月は

宅地防災月宅地防災月間間です

５月はため池愛護月間です

　ため池災害は、梅雨・台風期に最も多く発

生しています。

　府では、ため池での災害と水難事故を防止

するとともに、環境を保全するため、梅雨・

台風期前の５月を「ため池愛護月間」と定め

ています。

　本市でも広報活動などを実施しますので、

皆さんも次のことなどに注意してください。

■ため池を利用する皆さんへ

・ごみを捨てないようにしましょう。

・地域ぐるみで実施されるため池の草刈りや、

水路の清掃に参加しましょう。

・水を汚す家庭からの排水にちょっとした心

遣いをしましょう。

・ため池や水路の漏水を発見したときは市役

所へ連絡しましょう。

■子どもを水難事故から守るために

・ため池管理者や地域などで設置する危険標

識は幼児や児童が分かりやすいものにしま

しょう。

・ため池の安全施設の破損に注意しましょう。

・ため池や水路周辺で遊んでいる子どもを見

掛けたら注意の一声を掛けましょう。

・町会（自治会）などを通じて子どもの水難

事故防止について保護者などへ啓発しましょ

う。

問い合わせ　みどり環境課（内線４９６）

■
石
垣
、
擁
壁
な
ど
に
亀
裂
な

ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、
割
れ
目
か
ら
地
下
水
が
し

み
出
て
い
ま
せ
ん
か
。

■
石
垣
、
擁
壁
な
ど
の
水
抜
き

穴
か
ら
う
ま
く
水
が
流
れ
出
て

い
ま
す
か
。

■
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん

か
。

■
排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど

が
詰
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
研
修
会
や
点
検
方
法
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
府
建
築
企

画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://

w
w
w
.p
re
f.o
s
a
k
a
.lg
.jp
/k
e

n
s
h
i_
k
ik
a
k
u
/s
h
o
k
a
i.h
tm

l

〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
４
）、
府
建
築

企
画
課
〔

０
６
（
６
２
１
０
）

９
７
２
０
〕

「
メ
ー
ル
1
1
9
番
」

を
ご
存
じ
で
す
か

　
電
話
で
の
対
話
に
よ
る
、

１
１
９
番
通
報
が
困
難
な
人

が
、
携
帯
電
話
な
ど
か
ら
電

子
メ
ー
ル
を
利
用
し
て
消
防

車
や
救
急
車
の
要
請
が
で
き

る
緊
急
通
報
の
補
助
手
段
と

し
て
「
メ
ー
ル
１
１
９
番
」

を
運
用
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
聴

覚
・
音
声
・
言
語
機
能
な
ど

に
障
が
い
が
あ
り
、
身
体
障

が
い
者
手
帳
を
有
す
る
人

※
「
メ
ー
ル
１
１
９
番
」
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前

に
市
消
防
本
部
ま
た
は
障
が

い
福
祉
課
へ
の
利
用
申
請
が

必
要
で
す
。
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本

部
指
令
課
〔

　
０
１
１
９
・

（２３）


　
９
９
１
３
〕

（２３）

生生産緑地地区産緑地地区のの

追加指定受け付追加指定受け付けけ

　
本
市
で
は
、
良
好
な
都
市
環

境
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
４
年
度
よ
り
生
産
緑

地
地
区
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
　
月
に
５
０
０
平
方
㍍

３０

１２

以
上
だ
っ
た
面
積
要
件
を
３
０

０
平
方
㍍
以
上
に
引
き
下
げ
る

条
例
を
制
定
し
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
生
産
緑
地
地
区
に
指
定

で
き
な
か
っ
た
小
規
模
な
農
地

に
つ
い
て
も
指
定
可
能
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
同
地
区

の
指
定
を
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
な
ど
　
５
月
　
日


１５

～
６
月
　
日

に
、
ま
ち
づ
く

２８

り
推
進
課
（
内
線
４
５
１
）
で

受
け
付
け

※
同
地
区
の
指
定
に
は
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

人
は
事
前
に
土
地
の
位
置
、
地

番
、
面
積
な
ど
を
確
認
の
上
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
、
土
地
の
登
記
事
項
証
明

書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
す
。



１２

工
業
統
計
調
査
に
     

ご
協
力
を

　
同
調
査
は
、
わ
が
国
の
工
業

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
統
計
法
に
基

づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な

調
査
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施

策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

５
月
上
旬
よ
り
調
査
員
が
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

３
３
１
）

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
簡
素
で
厳
粛
な
葬
儀
を
提
供

す
る
た
め
に
、
市
営
葬
儀
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

※
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、「
富
田

林
市
営
葬
儀
の
ご
案
内
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
衛
生
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）
。

対
象
者
　
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
人
が
市
民
で
、
市
内
に
お

い
て
葬
儀
を
さ
れ
る
場
合

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬葬
儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀儀

市
営
葬
儀
のののののののののののののののののののののの

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

ご
利
用
をををををををををををををををををををををを

市
営
葬
儀
指
定
業
者

○

安
楽
社
（
甲
田
二
丁
目
９

の
　
）〔

　
0
0
4
2
〕

１０

（２５）

○
㈲
公
栄
社
（
富
田
林
町
　
の
２４

４
）〔

　
2
0
6
4
〕

（２３）

○

花
仙
葬
祭
（
富
田
林
町
　２４

の
　
）〔

　
2
2
3
8
〕

１７

（２３）

○

花
安（
富
田
林
町
　
の
　
）

１８

１９

〔

　
6
5
2
6
〕

（２３）

申
し
込
み
　
右
記
の
指
定
業
者

の
中
か
ら
選
択
し
、「
標
準
プ
ラ

ン
」
か
「
簡
易
プ
ラ
ン
」
の
い

ず
れ
か
を
選
び
、
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
基
本
料
金
に
含
ま
れ
な
い
オ

プ
シ
ョ
ン
な
ど
を
任
意
に
選
択

し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
オ
プ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は

同
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

微小粒子状物質（ＰＭ2.5）に関する情報

　微小粒子状物質（ＰＭ２.５）とは、大気中を漂う物質のう

ち、直径２.５（マイクロは１００万分の1）以下の特に小さ

な粒子で、工場の排ガスなどに含まれるすすが主成分で

す。府では、時間ごとの情報を府大気汚染常時監視のペー

ジ〔http://taiki.kankyo.pref.osaka.jp/taikikanshi/〕で公開し

ています。

　また、大気中のＰＭ２.５が国の指針による注意喚起の濃度

レベルを超えると予想される場合は、注意喚起の情報が府

の防災情報メールで配信されます。なお、注意喚起が発表

された場合は、不要不急の外出や屋外での長時間の激しい

運動はできるだけ避けてください。

　同メールを受信するには、事前に登録が必要です。登録方

法についてはおおさか防災ネットホームページ〔http://www.

osaka-bousai.net/pref/PreventInfoMail.html〕をご覧ください。

※同メールは、光化学スモッグや警報、注意報などの情報

も配信していますので、必要に応じてご活用ください。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）

　
平
成
　
年
４
月
よ
り
、
資
源

３１

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
包
装
は
、

市
が
委
託
し
た
民
間
業
者
が
収

集
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
曜
日
で

午
前
９
時
以
降
に
収
集
し
ま
す

が
、
収
集
時
間
が
前
後
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

　
平
成
　
年
度
内
の
ご
み
収
集

３０

作
業
中
、
合
計
６
件
の
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
５

件
は
ご
み
に
混
ざ
っ
た
ガ
ス
缶

や
ス
プ
レ
ー
缶
、
使
い
捨
て
の

ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
原
因
と
す
る

ご
み
収
集
車
の
火
災
事
故
で
し

た
。
残
り
の
１
件
は
ペ
ン
キ
缶

の
破
裂
に
よ
る
家
屋
の
汚
損
事

故
で
し
た
。

　
危
険
物
や
処
理
困
難
物
を
分

別
せ
ず
ご
み
出
し
を
す
る
こ
と

は
、
ご
み
収
集
車
に
甚
大
な
被

害
が
及
ぶ
だ
け
で
な
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
家
屋
な
ど
の
損
壊

や
人
命
に
関
わ
る
危
険
性
も
あ

り
ま
す
。

　
ご
み
収
集
作
業
中
の
重
大
な

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
に
は
十
分

注
意
し
、
危
険
物
や
処
理
困
難

物
は
ご
み
に
出
さ
ず
に
適
正
な

処
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

資源プラスチック

容器包装の収集業務

を民間委託しました

収
集
で
き
な
い
も
の
を
入
れ
な
い
で
！

ご
み
収
集
中
の
事
故
件
数
を
集

ご
み
収
集
中
の
事
故
件
数
を
集
計計



１３

が
、
社
会
的
課
題
に
目
を
向

け
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
行
動

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
消
費
者
庁
に
お
い
て
も
、「
エ

シ
カ
ル
消
費
（
人
や
社
会
、
環

境
に
配
慮
し
た
消
費
行
動
）」の

普
及
・
啓
発
を
含
む
消
費
者
教

育
の
推
進
や
、
食
品
ロ
ス
削
減

を
め
ざ
す
国
民
運
動
の
展
開
、

子
ど
も
の
事
故
防
止
の
た
め
の

啓
発
活
動
な
ど
の
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
今
年
度
消
費
者

月
間
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

が
当
事
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
、「
と
も
に
築
こ
う

豊
か
な
消
費
社
会
～
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
～
」
を
統
一
テ
ー

マ
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

学
び
の
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す

　
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
を

学
ぶ
機
会
を
持
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
配
布
や
啓
発
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

相
談
す
る
こ
と
が
重
要
で
す

　
も
し
、
消
費
者
問
題
に
遭
遇

し
た
場
合
は
、
一
人
で
抱
え
込

ま
ず
、
気
軽
に
本
市
や
次
の
機

関
の
消
費
生
活
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
国
に
お
い
て
、
昭
和
　
年
以

６３

降
、
毎
年
５
月
を
「
消
費
者
月

間
」
と
し
、
消
費
者
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
消
費

者
問
題
に
関
す
る
啓
発
・
教
育

な
ど
の
事
業
を
集
中
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
９
月
に
国
連
で
採

２７

択
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発

目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」
は
、
全

て
の
関
係
者
の
役
割
を
重
視

し
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

世
界
の
実
現
を
め
ざ
す
国
際
目

標
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
消
費
者
自
ら

●
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
横

（
内
線
１
８
６
）、

月
～
金
曜
日
、
午

前
９
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
４
時

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

〔

１
８
８
〕、
月
～
金
曜
日

＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
＝
午
前
　１０

時
～
午
後
４
時
（
い
ず
れ
も
年

末
年
始
は
除
く
）

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）

毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月毎年５月はははははははははははははははははははははは

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月消費者月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすです
ととととととととととととととととととととともももももももももももももももももももももににににににににににににににににににににに築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築築こここここここここここここここここここここううううううううううううううううううううう 豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかななななななななななななななななななななな消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社ともに築こう　豊かな消費社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残残さささささささささささささささささささささななななななななななななななななななななないいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい　～誰一人取り残さない～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　
４
月
１
日
付
け
人
事
異
動

で
、
新
し
く
職
員
を
配
置
し
ま

し
た
。
部
長
級
以
上
の
異
動
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
市
長
公
室
付
部
長
・
危
機
管

理
官
　
竹
田
　
浩
章

▽
子
育
て
福
祉
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
　
西
野
　
元
啓

創業支援補助金の申請を受け付けています

　本市では、市内で新たに創業する人を対象に、市創業支援事業を実

施しています。同事業を受けていただくと、創業時にかかる費用（設

備経費や広告宣伝経費）の一部を最大５０万円補助します。また、同事

業では創業にあたってのサポートをはじめ、創業に関するノウハウが

学べる「創業セミナー」などを実施しています。

　創業支援補助金の他、創業支援融資利子補給や登録免許税の軽減な

どの優遇措置もあります。詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　商工観光課（内線４８１）

ものづくり中小企業後継者育成セミナー

　本市は、富田林中小企業団地内企業で構成される富田林高度技術連

携協議会や大阪府立大学と連携し、ものづくり技術推進事業を実施し

ています。このたび、大阪府立大学にて、ものづくり中小企業の課題

探索段階から新規事業の開拓を共に進めていくためのスタートとなる

セミナーを開催します。

とき　６月１２日、１９日、２６日、午後５時３０分～７時３０分（全３回）

ところ　大阪府立大学 Ｉ -
アイ

 ｓｉｔｅ なんば（大阪市浪速区敷津東二丁
サ イ ト

目１の４１南海なんば第１ビル）

対象者　ものづくり中小企業の経営者や後継者など　定員　２０人

受講料　１社５０００円（別途懇親会１人３０００円実費）

※申し込み方法など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　大阪府立大学研究推進本部ＵＲＡセンター〔 ０７２(２５４)９１２８〕

介護面接会＆相談会

とき　５月１７日、午後２時～４時（受け付けは午後３時３０分まで）

ところ　ハローワーク河内長野（河内長野市昭栄町７の２）

参加企業　５社　参加費　無料（当日、直接会場へ）

持ち物　履歴書（複数の企業を面接される人は複数枚ご用意ください）

※ハローワークカードをお持ちの人は同カードを持参してください。

問い合わせ　ハローワーク河内長野〔(５３)３０８１〕

▽
ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

森
木
　
和
幸

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
・
監
査
委
員
事
務
局
長
・
南

河
内
広
域
公
平
委
員
会
事
務
局

長
・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
事
務
局
長

山
内
　
浩
司

▽
議
会
事
務
局
長

祐
村
　
元
人

▽
消
防
本
部
消
防
長

京
谷
　
倫
之
介

▽
消
防
本
部
理
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